
第３９号 学校新聞「みさきっ子」 平成２７年１１月２７日

開始時間 学年 演技名 見どころ

１
９：０５ ５年 ＜音楽・体育＞ 合奏・リコーダー・跳び箱・マット運動

（２０分） 心を一つに団結パワー 心を一つに団結パワーで表現します。

２
９：２５ １・２ ＜生活・体育・音楽＞ 今、昔の遊びを子どもたちと一緒に

（２０分） 年 でぇーじスゴイ！わらびんちゃー 楽しんでみませんか？

３
９：４５

（１５分）

４ １０：００ 童話・お話発表

５ １０：１０ 独 唱 ３年 大保舞紗さん「春の小川」

６ １０：１５ 校長あいさつ 校長：伊川治美

７
１０：２０ ４年 ＜音楽＞ １２名の心を一つに合奏と合唱に初めてチャレンジ。重

（１５分） 心 を 一 つ に 響 け ！ ハ ー モ ニ ー なり合う響きをお楽しみ下さい！

８
１０：３５ ３年 ＜総合的な学習・音楽＞ ３年生１５名が初めて音楽劇に挑戦します。

（２０分） 白川の大うなぎ 歌やダンスを元気いっぱい心を込めて演じます。

９ １０：５５ ６年 英語を使ったチャンツ、スキット、クイズ、歌など子

（２５分） どもたちの活躍に注目です！
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＜オペレッタ・リズム＞ありがとうに
ありがとうにんにんじゃー

＜外国語＞
Ｗｅ 喜屋武 スピーク

イングリッシュ

ほし組…すてきなことば「ありがとう」自分の
好きな動物になりきって演じます。

つき組…にんにんじゃーになりきって

１年 千葉結斗さん「シーサー太郎」

６年 北谷朋輝さん「沖縄に米軍基地は必要か」

日頃お世話になっている皆さんをお招きして、「感謝朝会」

が１１月１９日（木）、本校体育館で行われました。

感謝朝会では、児童の皆さんが花道をつくり、手拍子でお迎

えしました。校長より９名の各氏を紹介後、児童の皆さんから、

日頃のお礼にと手作りのメダルや感謝状、日々草（鉢物）等が贈られました。招待者を代表して仲門勇市氏

より「皆さんの頑張りが良く分かります。先生のお話をしっかり聞き素直な子になってください。また、親

へのお手伝いや将来への夢を抱いてください」と後輩の皆さんへのエ－ルがありました。本年度のご招待者

は、仲門勇市さん、国吉武光さん、北谷誠さん、千葉梨菜さん、豊里友則さん、新垣良一さん、国吉

ナツさん、吉門セツさんでした。ありがとうございました。

本校は多くの保護者

地域の方々に支えられ

活力のある教育活動が

進められています。ご

理解とご協力の賜と心

より感謝いたします。

今後ともご支援ご協力

をお願い申しあげます。

日頃、学んでいる学習活動を基礎に、創意工夫のある楽しい表現を目指した「校内学習発表会」が１１月２９日（日）

午前９時より本校体育館にて行われます。

音楽の授業で学んだリコーダ等の合奏や合唱、体育でのマット運動、生活科での昔遊びなど、盛り沢山の内容が準

備されています。また、６年生による「Ｗｅ喜屋武スピ－クイングリッシュ」や３年生による「音楽劇」、４年生の「心

を一つに響け！ハ－モニー」などは、見事な演奏・演技を披露することでしょう。乞うご期待！

ご家族、お隣ご近所の皆さんをお誘いの上ご来場いただき、幼児・児童のみなさんの舞台演奏・演技を味

わってください。プログラムの内容は以下の通りです。（プログラム配布済み）
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◇史也さんの指揮 ◇鑑賞のようす

◇ 総勢６０名余りのオーケストラ演奏

日 曜 主な行事

１ 火 人権の日 安全点検 世界エイズデ－

３ 木 島尻地区音楽発表会（豊見城中央公民館）

４ 金 校内研修会

７ 月 職職・第１０回職員会議・読み聞かせ

１４ 月 職朝・読み聞かせ・清掃週間

１６ 水 音楽朝会

１８ 金 第１１回職員会議

２１ 月 職朝・読み聞かせ

２３ 水 天皇誕生日

２５ 金 ２学期終業式 第１２回職員会議

２８ 月 御用納め

＜オーケス ト ラのよ うすです＞

文化庁による平成２７年度文化芸術による子供の育

成事業により本校へ総勢６５名のオーケストラのメン

バ－が、１１月１８日（水）に来校し感動的な演奏を

披露しました。作曲家ビゼ－の歌劇「カルメン」より

前奏曲を幕開けに、オーケストラを担当するそれぞれ

の音色と楽器名を紹介。第２番目の曲は、チャイコフ

スキ－の「バレエ組曲「白鳥の湖」より第４幕フィナ

－レを演奏、聞き慣れた演奏とあって会場全体がワク

ワクム－ドになってきました。その後、休憩を挟み、

オーケストラの演奏をバックに全員で校歌を斉唱。緊

張しているせいか二番の歌詞を飛び越し三番の歌詞に

いってしまった・・・。 （生演奏で歌うと緊張しま

したネ）

３曲目は、オペラ・アリア曲ビゼ－の歌劇「カルメ

ン」より闘牛士の歌を披露。またまた聞いたことのあ

る曲で全員を魅了した。

さらに、指揮者体験コ－ナ－が設けられ、積極的に

挙手をした仲西史也（６年）さん、野原未希（５年）

さん、北谷朋輝（６年）さんらがオーケストラを前に

タクトを振り大歓声の拍手をあびました。指揮者の大

勝秀也氏は「上々のできばえ！将来は指揮者に」とお

褒めの言葉を頂きました。また、共演のコ－ナ－では、

全員で「ビリ－ブ」を歌い会場全体に響かせました。

最後にチャイコフスキ－のバレエ組曲「くるみ割り

人形」より花のワルツ、アンコ－ル曲オッフェンバッ

クの歌劇「天国と地獄」で幕を閉じました。

今回のオーケストラ鑑賞会は、オーケストラの魅力

と鑑賞者（児童）が一体になった有意義な時間でした。

子ど もが育つ魔法の言葉よ り
ドロシ－・ロ－・ノルト著

レイチャル・ハリス

「ごめんなさい」という言葉

「ごめんなさい」という言葉は、謝罪の気持ちを表す特

効薬だと言えるでしょう。

ドッジボ－ルの最中、１２歳のアンドリュ－は、夢中に

なりすぎて、強いボ－ルをクラスの女の子に投げつけてし

まいました。そのボ－ルは女の子に当たり、女の子は倒れ

てしまいました。駆け寄ったアンドリュ－は、女の子にこ

う謝りました。

「大丈夫？ほんとうにごめんね。わざとじゃないんだ。

いっしょに保健室に行こう」アンドリュ－は自分のしたこと

の責任を感じました。ですから、女の子を助け起こして、保健

室へ連れて行ったのです。

けれども、なかには、何をしても謝れば済むと思ってい

る子どももいます。自分のしたことを反省したり悪いと思

ったりはしないのです。こういう子どもはすぐまた繰り返

します。また謝れば、相手はすぐに許してくれるものと思

っているからです。・・中略、

だれかを傷つけたり、怒らせたりしまったときには、

相手の身になり、自分を反省することが大切です。その

ことをぜひ子どもに教えてほしいのです。それが分かっ

ている子なら、心から謝罪し、償おうと努力するでしょ

う。人間は、本当に済まないことをしたと思えば、二度

と同じ過ちを繰り返すまいと心に誓います。そして、心

から相手に謝ることができるのです。

わが子を思いやりのある子に育てるためには、まず、

親自身が、子どもを思いやらなければなりません。子ど

もの話をよく聞き、子どもの気持ちを分かろうと親が日

頃から努めていれば、子どもは、そんな親の姿から学ぶ

のです。


